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令和７年度東京都立国分寺高等学校学校経営計画 

 

令 和 ７ 年４ 月 １ 日 

校長  勝嶋  憲子 

１ 目指す学校像 

本校は、昭和４４年開設以来、学業と学校行事・部活動等の充実と両立の指導を継続し、高い学

力を身に付けた生徒の育成を図りながら、豊かな情操と的確な判断力等も身に付けた生徒、及び、

心身ともに健康な生徒の育成を図っている。また、進学重視型単位制高校の特色を最大限発揮し、

進学指導特別推進校として、将来の日本社会を支える高い資質をもった生徒の能力の一層の伸長を

図り、国公立大学や難関私立大学等への進学希望実現に努めている。 

今後も、この伝統を基調としつつ、進取の気概をもって時代に挑戦し、生徒や保護者、都民の信

託に応えるため、教育目標及び目指す生徒像、その実現に向けた基本方針を次のように定める。 

（１）学校の教育目標 

＜スクールミッション＞ 

「将来の日本のリーダーになり得る生徒を育成するために、教養を深め、進取の気性を養い、知、

情、意を兼ね備え、心身共に健康で調和の取れた人間を育成します。高い学力の獲得とともに、

部活動や学校行事等を通じて全人格的な成長を目指し、目標達成に向けて自主的・自律的に努

力する人材を育成します。」 

① 進学重視型単位制高校として、中学校卒業後３年間で難関国立大学等を含めた国公立大学や

難関私立大学等をはじめ、希望大学への進学を可能にし、グローバル社会の指導的人材を育成

する学校 

② 習熟度別指導や充実した内容の選択科目の設置、平日や長期休業日の補習補講、組織的な学

習指導・進路指導・生徒指導等により、現役での進路希望実現に必要とされる学習の量と質を

保証する学校 

③ 高い学力の育成・獲得を第一としながら、部活動や「木もれ陽祭」等の学校行事等、特別活

動を通して、知育以外の徳育・体育にも力を注ぎ、生徒の全人格的な成長を目指す学校 

④ 総合的な探究の時間、高大連携・接続教育、オーストラリア語学研修による国際交流活動等、

多様な学習の機会を通して、進路目標を考えさせ、個に応じた教育を推進する学校 

（２）目指す生徒像 

① グローバル社会に対応できる知性やコミュニケーション能力をもち心身共にたくましく生き

る生徒 

② 学びの目的意識や探究心をもち、自己の目標達成に向けて自主的・自律的に努力する生徒 

③ 集中して学習する習慣を身に付けるとともに、木もれ陽祭、部活動、ボランティア活動等の

校内外の活動にも積極的に取り組む生徒 

④ 課題の発見から解決に至る主体的な学びの深化を通し、真の個性・独創性の発現につながる

質の高い学力を育む生徒。 

（３）学校の教育目標を達成するための基本方針 

① 全体の奉仕者として法令等を遵守し、課題を共有して課題解決を図るとともに、教職員相互

はもとより、生徒や保護者、地域等との信頼関係の構築を目指して協働する。 

② 職層に応じた役割と職責を自覚し、組織的にその力量を結集して教育活動を創造する意欲と

態度をもって職務に精励する。 

③ Ｐ（計画）Ｄ（実施）Ｃ（評価）Ａ（改善）サイクルを活用して、学校評価、授業評価等の

教育活動の検証に取り組み、継続的な学校改革に向けた教育活動の改善･充実を実践する。 

（４）スクール・ポリシー 

① グラデュエーション・ポリシー 

   学ぶことの楽しさを知っている人物・生涯にわたって学び続ける資質・能力をもち、集団の

リーダーとして社会を牽引する人物を育成する。 

② カリキュラム・ポリシー 

学校運営 
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教育目標を達成するために下記の力の育成に必要な教育課程を編成する。 

・ 教科・科目において、三要素に基づく学力を確実に習得する力 

・ 自分自身の心身を鍛え、健康で元気な生活を送る力 

・ 他者と協働しながら困難を乗り越えて課題を解決する力 

・ 社会に開かれた視点をもって課題を見いだそうとする力 

③ アドミッション・ポリシー 

   本校は「進学重視型単位制高校」並びに「進学指導特別推進校」として、必要な科目設置、

習熟度別・少人数指導、大学との連携等により、自己の進路目標達成に向けて積極的に努力す

る生徒を強く支援していきます。         

   このような学校の特色を理解し、以下の各項目に該当する生徒を求めます。                    

・ 全教科にわたって学習成績が優秀であり、更に深く学ぼうとする意欲のある生徒  

・ 大学等への進学希望について強い意志をもち、高い志望を掲げ努力することができる生徒      

・ 他者を思いやり、他者と協力しながら優れたリーダーとして行動できる生徒 

・ 部活動、生徒会活動、学校行事や学外活動に積極的に取り組んだ生徒 

 

２ 中期的な目標と方策 

～すべての生徒に高い水準で文武両道を実現させる。～ 

本校の伝統的な教育活動と新しい時代に求められる教育の融合を目指し、これからの社会を生き

抜くことができるよう『十分な知識・技能』『思考力・判断力・表現力等の能力』『主体性をもって

多様な人々と協働して学ぶ態度』を育成する教育活動の充実を図る。 

（１）学習指導 

① 授業を中心とした日々の学習で難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等への進

学実現に必要とされる学力の質と量を確保する。 

② 的確で柔軟な活用力の指導・育成の工夫をすること等で、行事や部活動等との両立を図りつ

つ、進路実現を図る。 

③ 学習と部活動、行事等の場面において「集中と切り替え」を自覚させる指導と「時間は計画

と工夫で作り出す」指導の徹底を図り、すべての生徒に高い水準で文武両道を実現させる。 

④ 日常の教育活動全般を通して、オリンピック・パラリンピック教育を適切に実施する。 

⑤ 学業を第一としながら、充実した学校行事・部活動を引き続き実施するため、必要な教育課

程の検討を総合的に行い、これからの社会で求められる力を確実に育成する社会に開かれた教

育課程を編成する。 

⑥ 探究的な学習活動を通して、学ぶ意義を理解して自ら深い学びに積極的に関与する生徒の育

成を図る。 

⑦ スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）校として、文理を融合し、科学的な関心と思考

力を高める課題解決型学習の開発に関する実践的研究を行う。 

⑧ 学習能力と自律的な自己管理能力（メタ認知能力）の育成・向上を図る。 

（２）進路指導 

① 難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等をはじめ、現役で生徒の希望する大学

への進学を実現する。 

② 分掌、学年、教科が連携して組織的・計画的な指導を実施し、最後まであきらめさせない進

路指導を徹底する。 

③ 高大接続改革を推進するため、探究的な取組を通して、生徒の学問への興味・関心を伸ばし、

学習支援クラウドサービスを活用し振り返りを行う。あわせて大学入学共通テストに対しての

適切な進学指導を実施する。 

（３）生活指導 

① あいさつや身だしなみ、時間を守るなど基本的な生活習慣を身に付けさせるともに、高い規

範意識を醸成する。 

② 交通ルールを守り、自転車事故ゼロを達成し、他者に優しい態度を育成する。 

（４）特別活動・部活動 

① 学校行事や部活動などの特別活動を通じて、豊かな心や人間関係形成能力を育て、人権尊重
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の視点に立った教育活動を推進する。 

② オーストラリア語学研修による国際交流活動等、多様な学習の機会を通し、グローバル社会

で活躍できる力を育成する。 

（５）健康づくり 

① 体罰やいじめを絶対に許さない指導を徹底し、安心で安全な学習環境を構築する。 

② 日常のあらゆる教育活動において心の健康づくりを推進し、個に応じた指導・支援を充実さ

せるとともに、生徒の問題行動の早期発見や自殺予防に全力で取り組む。 

③ 学校体育・スポーツを充実させることで、知力・気力の源になる体力の向上を図る。 

（６）募集・広報活動 

 ① 本校の教育活動を積極的に発信し、本校第一志望の生徒の入学者を増やす。 

 ② ホームページ、学校説明会・学校見学会、塾対象説明会、入学相談会等の工夫や充実により、

募集・広報活動を推進する。 

（７）学校経営・組織体制 

① 日常のあらゆる業務の中で、教員系・行政系が連携しながら、一体となった学校運営を推進

する。 

② 教科主任会・教科会の充実及び教科間の連携を深め、組織的・計画的な学習指導を推進する。

また、校内研修を充実させ、学習指導力の向上を図る。 

③ 経営企画室と連携し、全教職員の勤務実態を把握しながら、職員の在校時間の縮減等のライ

フ・ワーク・バランスを実施する。 

 ④ 経営企画室の経営参画意識を高めながら、計画的・効率的な予算執行を実現する。 

 ⑤ 高い倫理観と法令遵守を徹底し、体罰等の不適切な指導を撲滅し、服務事故ゼロを達成する。 

 ⑥ 図書館の蔵書の充実や環境を整備し、図書館を積極的に活用する。 

 

３ 令和７年度の重点課題と取組目標 

（１）学習指導 

① 現役で難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等の進学実現に必要とされる学習

の質と量を確保する。 

・ 長期休業日の弾力的運用と土曜授業により年間の総時数【１０００】単位時間を確保する。 

・ 長期休業期間における補習･講習を全学年で実施し、【１５０】講座以上設置する。 

② 本校のグランドデザインを基に編成した、新教育課程を適正に実施する。 

・ ２年次まで文理共通履修とした令和４年度入学生（５４期生）以降の新教育課程の適正な実

施と検証を行う。 

③ 総合的な探究の時間の充実を図る。 

・ １年次から３年次までの総合的な探究の時間の指導を探究部の主導のもと計画的・系統的に

実施し、生徒の思考力・判断力を伸ばすとともに、自ら課題を設定し、その課題解決を図る力

を醸成する。 

④ スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）校として、文理融合による探究活動及び教科等

横断的な学習の充実を図る。 

・ 探究部及びＳＳＨ推進委員会を中心に校内体制を構築し、今後４年間は、全校体制で取組計

画の通りに実施する。 

・ 文理を融合し、科学的な関心と思考力を高める課題解決型学習の開発に関する実践的研究を

行う。文理横断・文理融合の観点からの改善の在り方を考える。 

★ 上記③総合的な探究の時間や上記④理数に係る探究活動の成果を活用し、大学入学者選抜に

挑戦する生徒を増やす。 

⑤ 高い水準の授業実施・確保のため、学力スタンダードの活用等、工夫してカリキュラム・マ

ネジメントを実施し、学校として組織的に授業力・指導力向上、学力向上に取り組む。 

⑥ 毎時間「予習･復習を前提とした授業」、「学習目標が明確に提示され、達成度が確認される授

業」、「チャイムで始まりチャイムで終わる授業」等、質・密度の高い計画された授業を全員が

実施する。 

⑦ 実力テスト毎に各教科会で分析を実施し、分析結果を日々の学習指導に反映させる。 
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⑧ データ等を活用し、必要な指導を確実に実施しながら、入学時の学力の維持・向上を基本目

標に全教職員がひとつのチームとして取り組む。 

⑨ ＧＥ－ＮＥＴ ＥＥ指定校として、生徒の使える英語力の向上を図るため、特に「聞く」、「話

す」に重点を置きながら英語の４技能をバランスよく育成するため、きめ細かい指導を行う。 

⑩ グローバル人材の育成に向け、オーストラリア語学研修による国際交流活動等、多様な学習

の機会を通し、学校全体で組織的・計画的に実践する。  

⑪ 各教科の授業だけでなく、部活動及び行事等の教育活動全般を通して、オリンピック・パラ

リンピック教育について、「学校２０２０レガシー」として設定し、適切に実施する。 

⑫ デジタルを活用した教育の充実のため、生徒一人１台端末の導入に伴い、端末を十分に活用

できる学習活動を計画し、実施する。 

（２）進路指導 

① 難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等をはじめ、進学希望大学への現役合格

を目指す。 

・ 共通テスト６教科受験者数を【１８０】名以上。 

・ 共通テスト６教科８科目の総合得点８割を【１０】名以上。 

・ 旧帝大を含む難関国立大・医学部現役合格【１５】名以上 

上記大学を含め、国公立大現役合格【１００】名以上。 

・ 難関私立大等現役合格【８０】名以上。 

② 統一のとれた組織的な進路指導を実施する。 

・ 学校として指導する進路指導の内容等、基本的なことは進路指導部が進路シラバスにまとめ、

全体の進行管理や検証を行う。データを活用した組織的で計画的で確かな進路指導を推進する。 

・ 進路指導部と学年・教科等の連携強化を図り、全教職員が課題発見に努め、常に全員で課題

に正対し、的確に解決しながら進路指導に取り組む。 

③ 生徒の可能性を最大限生かす指導を全員で継続的に行う。 

・ 「入れる大学ではなく、入りたい大学への合格の支援」、「最後まで第一志望をあきらめさせ

ない指導」を実現させるため、生徒個々の進路希望や学力の実態についての情報を、学年・進

路指導部・各教科及び全教員で共有し、具体的で個別的な指導につなげる。 

・ 「学力分析会（全体会）」を各学期に実施し、分析結果を日々の進路指導に反映させる。 

・ 保護者会・三者面談・進路便りを活用し、生徒・保護者の意識改善を図り、安易に流れるこ

とのない、生徒の可能性を伸張させる指導を全教員が行う。 

④ 進路実現に必要な自律的に学ぶ力の育成・向上、学習習慣確立等のため、適切な課題の継続的な

学習や自分に必要な学習を自ら行うことができる力の向上等に必要な指導を具体的に実施する。 

 定期的に調査等を実施し、面談等で繰り返し指導する。また、部活動顧問等からも指導する。 

・ 家庭学習時間は、以下の時間を目標とする。 

高１：平日３時間、休日４時間、 

高２前半：平日３時間、休日５時間、高２後半：平日４時間、休日６時間、 

高３：平日５時間、休日８時間 

（３）生活指導 

① あらゆる教育活動を通じて、全ての教員がぶれることなく、「当たり前にやるべきこと」を「当

たり前のこと」として徹底して指導し、基本的な生活習慣を確立させる。 

② 高い社会規範意識の涵養を図り、自他を認め、互いに尊重する人間尊重の精神と規範意識を

育む。 

③ 交通ルールを守り、自転車事故【ゼロ】を達成するとともに、他者への挨拶や礼儀を重んじ

他者に優しい態度を育成して地域の共生を図る。 

（４）特別活動・部活動 

① すべての土台となる健全な主体性と自律的生活管理能力の育成、学校のルールに基づいた特

別活動、部活動の推進・充実を図る。 

② 部活動保護者会を適宜実施し、保護者と顧問の連携を深め、生徒の主体的活動を支援する。 

③ 経営企画室との連携のもと、部費を適正に執行・管理する。 

④ 都立学校における部活動改革パイロット校として、教員の働き方改革と生徒の豊かな活動の
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実現に向け、その取組みの成果を検証する。 

（５）健康づくり 

 ① 全教職員により、日常のあらゆる教育活動において生徒の様子を観察し、情報の共有と迅速

な対応を行うことで、いじめの早期発見や自殺予防に全力で取り組む。 

 ② スクールカウンセラーと連携し、教育相談委員会を定例開催するとともに、発達障害等を含

め、個別に支援が必要な生徒については、全教員で情報を共有し、きめ細かい指導を実施する。 

 ③ 基本的生活習慣の定着と授業、部活動、行事等で体力向上及び健康の保持増進に向けた取組

を充実させ、体力テストにおける全国項目で全国平均値以上を達成する。 

（６）募集・広報活動 

① ホームページのリニューアルに伴い、概ね毎週１回以上更新し、本校のあらゆる教育活動を

発信する。学校案内についても、より本校の魅力を掲載できるように内容の見直し等を行う。 

② 学校説明会・学校見学会、塾対象説明会、入学相談会等の内容を工夫するとともに、都立高

校ＰＲ事業と連携しながら募集・広報活動を積極的に実施する。 

（７）学校経営・組織体制 

① 教科会を年１０回以上実施し、教科ごとに設定した目標値を指標とした定点観測等を行い、

教科として組織的、計画的に授業及び学習指導等の改善を実施しながら、生徒の学力向上に自

律的、戦略的に取り組む。 

指標：(1)家庭学習時間、(2)授業評価の肯定的評価の割合、(3)共通テスト全国平均点上回り率、

(4)共通テスト得点８割以上の人数、(5)模試等の平均点偏差値、(6)模試等の偏差値の逓減率、

(7)模試等の偏差値の分布率の変化等 

② 考査問題のラベリング化、CAN-DOリストの活用等を実践し、継続的に生徒の学力達成度を確

実に把握し、各生徒の学力状況に応じた指導を的確に行う等、教科として組織的、計画的に学

力向上に向けて取り組む。 

③ 教科会、学年等で検討する課題や資料等の作成・提供、教科単位の学力分析会や研修会の実

施等の進行管理等は、学力向上委員会が行い、生徒の学力向上及び授業力向上に向けて組織的

に取り組む。 

④ 教員の相互授業参観【年３回以上】等、ＯＪＴを推進する。誰でもいつでも授業研究等がで

きる環境を整備する。 

⑤ 学校における働き方改革及びライフ・ワーク・バランスを効果的に推進する。 

 ・ 教職員の提言を生かしながら、各種会議の効率化や定時退庁の奨励や長期休業日等に閉庁日

又は閉庁時間等を設定し、ライフ・ワーク・バランスを実施する。定時外在校時間一人平均で

【月に３０時間以内】 

⑥ 経営企画室の主体的な経営参画と全教職員の共通理解による事務処理の効率化を図る。 

・ 経営企画型の事務業務への転換をめざし業務内容を見直し、企画調整会議で検討し教員、事

務職員の意識改革を図る。経営企画室の各担当業務のマニュアル作成等、業務の効率化･円滑

化・組織化を図る。 

⑦ 個人情報の適正な管理をはじめ、服務事故の防止に努める。 

・ 執務環境の整理整頓、クリーンデスクを心がける等、日頃から個人情報保護への危機管理意

識をもつ。 

・ 人権尊重の視点に立った教育活動を推進し、体罰や不適切な指導等を行わない環境を作ると

ともに、服務研修の計画的な実施により健全な職場環境を維持する。 

 ⑧ 日常の授業での利用及び進路指導部と連携した進路指導での利用を促進し、図書館の利用率

の向上に取り組む。 

 ⑨ 日常の教育活動において、新型コロナウイルス等に対する感染症対策に万全を期しながら、

生徒の学習活動、部活動、特別活動の充実を図る。 

⑩ 学力向上委員会及びＩＣＴ委員会を中心に、いつでも全教員がオンライン学習を実施できる

体制を整え、生徒の学習活動を支援する。 


